
第３回農経シンポのご案内
農経シンポは、おおよそ道東地域を研究のベースとする農学・農業経済学研究者、

実務者および学生・院生の研究組織・親睦組織です。

　平成２１年度第３回研究会を以下のように開催いたします。どなたでもご参加

いただけますので、お気軽にどうぞ。

　今回は帯広畜産大学　齊藤久光さん、北海道農業研究センター　関根久子さん

にお願い致します。今回も引き続き北大、酪農学園大とテレビ会議を使って三大

学を結んで行います。

開 催 日  ：６月２５日（木） 

開催時間：１３：３０～

会      場：帯広畜産大学総合研究棟Ⅰ号館２階

　　　　　　　　　　　　　　　E2501.02

ー第 2報告ー
報    告    者  ：齋藤　久光（帯広畜産大学） 

報告テーマ：エコフィードを給与して生産した豚肉に対する消費者の評価

報 告 要 旨  ：  資源循環への関心の高まりとともに、食品残さを飼料として再資源化するエコ

フィードが注目されている。しかし、その由来から畜産物に対する評価の低下が懸念されて

いる。本研究ではエコフィードを給与して生産した豚肉に対する消費者の評価について分析

し、エコフィード普及に必要な条件を考察する。

お問い合わせ：仙北谷（0155-49-5437、yasushi@obihiro.ac.jp)

ー第 1報告ー
報    告    者  ：   関根　久子（北海道農業研究センター）

報告テーマ：  水田・畑作経営所得安定対策下によるは作経営の意向調査

　　　　　　　－十勝中央周辺部Ａ町を対象として―

報 告 要 旨  ： 2007 年度から施行された水田・畑作経営所得対策により、これまでの価格支持

政策から所得補償政策へと農業政策が転換された。本報告では、この新しい政策に関して北

海道畑作経営を対象に意向調査を行い、対策が経営に与える影響を明らかにすることを試み

る。


